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今回は関係者を通じて働きかけたため、多数の弁護士から無償での参加協力を
得ることができた。長崎県弁護士会所属弁護士との関係形成もできたことから、
今後も一定の関係性を維持するように努力したいと考えている。
6 課題
弁護士が国内外の国際活動・在外支援や難民について学生に伝える機会は多い
とは言えず、その点で弁護士側にも学生側にも好評価であった。
時間的な点で、レクチャーや討論参加者の発言時間をもっと欲しかったという
意見は少なくなかった。また、一つの目標に向かって学生たちが強調して力を発
揮されていた点はよかったが，アウトプットの形式にシンプルなフォーマットを
準備するなどして，まとめのための労力を削減できないかという意見があった。
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2016年2月24日　朝日新聞（30面）
難民・入国管理制度など考える
長大・ワークショップに90人参加
